
 
 

２０１９年度 ソニー幼児教育支援プログラム 

 

―科学する心を育てる― 
 

“したい”から始まる子どもの遊び 

～一人一人の子どもの心の動きを見つめる～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良市立都跡こども園 

ん？ 

すごい！水で絵がかけるよ 

水なら土流れるかな？ 

したい 

～思いが膨らむ～ 

もっとしたい 

～不確かな予想・思いつき～ 

思わず、引き寄せられて 

こうしたい 

～目的に向かって～ 

してみせる 

～強い思いをもって～ 

これで水は、噴火しない！！ 

色々な味のクリームをつくりたい！ 
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社会がめまぐるしく変化する中、未来を生きる子どもたちにどのような力を育んでいけばよいのか。 

教育要領改訂の背景には、主体的に生きていく力を子どもたちに育む必要性が、これまで以上に高まって

いる。 

 本園では『子ども自ら遊びを創る』ことを大切にした教育・保育を継承し、進めている。子どもが能動的

にもの・人・ことに関わり、自分のしたいことに夢中になって遊ぶ中で、自ら課題を見つけたり、考えたり、

判断したりして試行錯誤しながら遊びを創りあげていく。そのプロセスを大事に、教育・保育を進めていく

ことが、将来、自らの人生を自らで切り拓いていこうと、自ら考え、やりぬこうとする力を育むことに繋が

るのではないかと考える。 

本園は、3年保育の幼保連携型認定こども園に移行して 6年目である。各学年 2クラス編成であり、現在、

3歳児 50名、4歳児 51名、5歳児 54名、合計 155名が在籍している。毎年、保育者の入れ替わりがあるが、

今までの研究成果と課題を共有し、日常的に子どものエピソードを話したり、1枚の写真から意見交換をし

たりするなどカンファレンスを行い、子どもの主体性・創造性を大事にした教育・保育を目指し、研究への

取組を進めている。 

 ソニー教育財団の論文研究としては、今年で 6年目の取組となる。 

遊びの中で、もの・人・ことに主体的に関わる中で、「面白い」「楽しい」「不思議」「どうして？」等と、

感じることが原動力となり、試行錯誤し、探求しながら遊びを創りだしていく。その過程において、「発見

した」「うまくいった」「無理やった」「どうしたらいいかな」「もう 1回やってみる！」等、様々な感情体験

をする。そのプロセスこそが『科学する心』と捉え、それは「子ども自ら遊びを創りだしていく」ことであ

ると考えている。 

今年度のテーマ、＜科学する心を育てる＞『“したい”から始まる子どもの遊び～一人一人の子どもの心

の動きを見つめる～』では、まず、“したい”と感情が動いているからこそ、いろいろなことへ気付き、思

考する姿へ繋がっていくと捉え、子どもが何に心を動かされ、どんな気付きや面白さを感じているのかを読

みとる努力を続け、子ども理解を深める研究を進めている。 

子どもを見ることなくしては、適切な援助や環境構成を語れないことへの基本に立ち、子どもの心が動く

瞬間を、『科学する心』の入り口と考え、そして、さらに心が動いていく姿を、子どものつぶやきや動き、

表情、しぐさ等から追っている。 

子どもたちの心が動くプロセス中の様々な気付きや学びを読みとり、どのように『科学する心』が育まれ

ていくのかを実証する。 
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子どもは、興味をもったもの・人・ことに出合い、“してみたい”“したい”と心が動き、楽しさ、不思議 

や疑問を感じて“もっとしたい”、次に“こうしたい”と、自分なりの目標をもつ。さらに思いが膨らみ“し

てみせる”へと、目標を達成したい強い思いをもつ。 

発達としては、3歳児は出合ったものに“してみたい”“したい”と瞬間的に心と体が動くこともあれば、

その思いへ辿り着くまでの思いもあるだろう。4歳児は“したい”“もっとしたい”とより興味をもち、不確

かな予想ではあるが、少しずつ、自分なりの目的をもつようにもなり、5 歳児は、今までの経験をいかし、

さらに“こうしたい”と友達と試行錯誤しながら目標に向かって進め、その中で、成功やつまずきを繰り返

し、“してみせる”と強い思いになっていくのではないかと考えた。 

 
次頁以降に示す実践事例では、子どもたちの動きや言葉、表情から、“したい”の気持ちがどのように変

容していくのか、以下のように示し、分析した。 

してみたい 
～出合い～ 

したい 
～思いが膨らむ～ 

もっとしたい
～不確かな予想・思いつき～ 

こうしたい 
～目的に向かって～ 

 

してみせる 
～強い思いをもって～ 

成功 

 つまずき 

 ࡿࡏࡳ࡚ࡋ ࠸ࡓࡋ࠺ࡇ ࠸ࡓࡋࡗࡶ ࠸ࡓࡳ࡚ࡋ

【 心の動きとその読みとり 】 

࠸ࡓࡳ࡚ࡋ ࠸ࡓࡋ

【 心の変容 】 
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Ӑ考ᐹӑ  

അ↛、目の๓をṌくࢲンࢩ࣒ࢦを見つけ、つぶやいたኌを保育者がཷけṆめ、さりげなくࢲンࢩ࣒ࢦのい

そうなሙᡤを▱らせ、一⥴に探したことが㸿児の“ゐってみたい”という思いをᘬき出すきっかけとなった。

ึめてࢲンࢩ࣒ࢦをつかむまでの気持ちやᡭにせた瞬間の気持ちを、すぐഃで共有できる保育者のᏑ在

が、Ᏻ心してࢲンࢩ࣒ࢦにゐれる姿になった。そして、“もっと㞟めたい”という㌟㏆な生き≀への興味に

繋がった。 

㠐をᒚき替えて◁ሙに行こうとした㸿児の๓を一༉のࢲンࢩ࣒ࢦが㏻る。

がṌいている様子を、しばらく目で追っていた㸿児「なんかでてࢩ࣒ࢦンࢲ

きたよ」と、ഃにいた保育者に話す。その様子を見ていた㹀児「あ、ࢲン࣒ࢦ

らにせ、保育者に見せた。すると、「あ、㸿ྩの！」ࡦと、つかんでᡭの「ࢩ

と、㹀児が持っているࢲンࢩ࣒ࢦを見て、Ἵきそうになりながら保育者にᢪき

ついて話すので、ך「そっか。㸿ྩが見つけたもんࡡ。㹀ྩも見つけたのᎰし

いもんࡡ。じࡷあ、にいないか一⥴に探しに行こう」と、

なだめながら、㸱人で園ᗞをṌきך「どこにいるんだろ

う？」と、ࢲンࢩ࣒ࢦがṌいていたところを見たり、◁ሙ

の中やእഃを見て回ったり、ך「ここはどうかな？」と、

園ᗞの㝮にある᳜ᮌ㖊を動かしたりした。㸿児「お࠽ー、いたいた！」と、ኌ

に出して見つけたことを႐び、ࢲンࢩ࣒ࢦがṌく様子をしばらく見てから、ᜍ

るᜍるᡭに取り、㸿児「こそばい」と、➗㢦で保育者に▱らせ、一⥴に႐ぶ。 

そのᚋ、◁ሙにあるスࢵࢥプやカࢵプに入れて、ࢲンࢩ࣒ࢦが動く様子を見

たり、㞟めたりして、楽しんだ。 

㸿児と㹀児が「ࢣー࢟つくるࡡん！おㄌ生日の！」

と、ᑠさなᱩに◁を入れている。◁が‶ᮼになると、

㸿児がࢣー࢟を═めながら「ࡩーするやつないなあ」

と、㎶りを見回す。保育者は、ㄌ生日ࢣー࢟にはロ࢘

ソクがいる、という㸿児の考えをཷけṆめて一⥴に探

す。すると、㸿児「あ、あった！」と、▷いᑠᯞや葉っࡥを見つけてࢣー࢟に

さすと、㹁児「これ！」と、➗いながら持っていたスࢵࢥプをࢣー࢟にさした。

㸿児と㹀児は、「はははははっ！」「ええ～！」「でっか！」と、➗ったり㦫い

たりしながらその様子を見ていた。そして、「これもあるで～！」「これも！」

と、スࢵࢥプやスプーンをࢣー࢟にさす。保育者はそれࡒれの思いをཷけṆ

め、認めながら楽しさに共感する。㹀児「ࡩーってするやつ、いっࡥいや！」

 をつくってみたい࢟ーࢣ

 ーってするやつ見つけたいࡩ

あっ！㸦思いのまま㸧 

いっࡥい！㸦Ꮀしい㸧 

㸿児、㹀児もしたい 

事例２ ふーってするやつ、いっぱいや 2019 年 5 月
 

ははは！㸦面白そう㸧 

事例１ なんかでてきたよ 2019 年 4 月

３歳児 

 

自分でゐってみたい 

もっとしい 

ゐってみようかな 

㸦㸿児なりのึめて

のᣮᡓ㸧 

わ࠵！㸦႐び㸧 

おや？ 

㸦അ↛の出合い㸧 

お࠽！(㦫き・Ꮀしい)
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Ӑ考ᐹӑ

生ά経験から、ㄌ生日ࢣー࢟をつくってみたいという思いが生まれた。それがきっかけとなり、㌟㏆にあ

ったᱩをってࢣー࢟をつくったり、ᑠᯞ、葉っࡥ、スࢵࢥプ、スプーンをロ࢘ソクに見立てたりして楽し

む姿があった。また、㹁児の様子にᛂして、࿘りの子からも“自分で見つけたものをࢣー࢟にさしたい”

という思いが感じられた。㸱歳児ならではの、≀の⏝㏵にこだわらない発想や見立てをありのままᰂ㌾にཷ

けṆめ、子どもの思いにᐤりῧう保育者のᏑ在が一人一人の“したい”という気持ちに繋がった。 

 

 

 

Ӑ考ᐹӑ  

ᮌ㝜にあるᑠ高い⠏ᒣが子どもの“したい”と感じる㨩力的な環境になった。㊊ Ἠで遊んでいた子ども

の様子を➗㢦で見ていた㸿児に、保育者がㄏいかけ、一⥴に楽しみながら遊んだことで、してみたい気持ち

が生まれた。㊊が Ἠにつかったことで、予想しない出来事が㉳こり、Ỉしぶきがはࡡあがったのを見たの

か、㡢がⰋかったのか、㊊にかかって気持ちⰋかったのかなど、様々な要ᅉが㸿児の心を動かし、“したい”

に繋がった。㸿児の面白いと感じたことに保育者がᐤりῧったことで、㌟で面白さを感じ、Ỉが無くなる

までᏑ分に繰り返して遊んだ。さらに、その姿が㹀児の心を動かし、“したい”に繋がった。 

と、にこにことᎰしそうな表情を見せる。㸿児「ࡩーってしていいで！」と、

保育者の᪉を見る。ך「みんなでࡩーってしようか！」と、ㄏいかけると「す

る～！」「おㄌ生日ࣃーテーや！」と、ࢣー࢟をᅖむ。「せーの、ࡩーっ！」

と、見立てたロ࢘ソクにᜥを྿きかけ、ᩘ人の子どもも㞟まって一⥴にする。 

そのᚋ、㸿児は「ඛ生㣗て～！」と、スプーンに見

立てたスࢵࢥプをᡭΏす。ך「いただきま～す！」

と、ࢣー࢟を㣗る。にこにこした表情で見ている

子どもたちに「みんなも㣗る？」と、問いかけると

「㣗る！」と、Ꮀしそうな表情で「おいしい！」と

つぶやく。 

㸲㸪㸳人の子どもが園ᗞのᮌ㝜にあるᑠ高い⠏ᒣにⓏったり、スࢵࢥプやおたま

をって✰を᥀ったり、Ỉを入れて『㊊ Ἠ』と、㊊を入れてみたり、Ỉをᒣから

ὶしてみたり、自らᒣを㌿がってみたりするなど、思い思いに遊んでいた。                   

㊊ ἨにⓏってきた㸿児。㸰人の子どもが㊊ Ἠの➃から➃に向かって㊴び㉺え

る度に「できた！」と、႐ぶ様子を、じっとにこにこしながら➗㢦で見ていた。ך

「わ࠵！楽しそう！ඛ生もやりたい！」と、保育者もしてから、「㸿ྩもやってみ

る？」と、ㄏいかけると、㸿児は㊊ Ἠの➃に立ち、㊴んでみた。   

が・・・。 

 Ἠの中に㊊がはまった。一瞬、動きがṆまるが、ニࣖࣜと➗った。保育者は㸿

児と㢦を合わせて、ྠじ表情をし、「お࠽！すࡈ

い！どうなったの？」と⪺くと、「ピࣕࢩーってな

るࡡん」と、⟅えた。㸿児は、㊴び㉺えるのではな

く、㊊ Ἠの真ん中に何度も㊴び㎸んだり、口で

「ピࣕࢩー」と言ったりしながら、㊴び出した。 

ഃにいた㹀児も「わ࠵ー、ピࣕࢩーや」と、㸿児とྠじように㊊ Ἠの➃へやっ

てきて、保育者と一⥴にỈがなくなるまで楽しんだ。 

保育者とࡩーってしたい 

保育者と㣗たい 

おいしい！㸦႐び㸧 

事例３ ピシャーってなるねん  2019 年 6 月 

 

もう一回㊴びたい 

うん？㸦㦫き㸧 

ピࣕࢩー！㸦面白い㸧 

気持ちいい 

(႐び・楽しい) 

をって✰を᥀ったり、Ỉを入れて『㊊ Ἠ』と、㊊を入れてみたり、Ỉをᒣから
 ࠒᮌ㝜にあるᑠ高い⠏ᒣࠑ

㊴んでみたい 

⚾もしたい 

ーする！㸦楽しい㸧ࡩ
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≪考察≫ 

友達が見つけたアオムシとの出合いをきっかけに、“自分も見つけたい”と、園庭中を探し回り「自分が

見つけたアオムシ」を身近に感じ、更に保育室で飼うことで、アオムシに葉っぱを食べてほしいと思いを寄

せたり、ウンチをしたりする様子など、より興味をもち関わっていった。また、保育者や友達と一緒に見る

ことができ、一緒に不思議がったり、共感したりすることでより注視しようとし、いろいろな気付きや発見

が出てきた。 

クラスの女児が、園庭のレモンの木でアオムシを見つけた。クラスで相談し、保

育室で飼うことになった。 

＜どれどれ？どこにいるの？＞ 

子どもたちが、いつでも見たい時に見ることができるように、保育室の低い台の

上に飼育ケースを置いた。時間があれば「私も見たい」「見せて見せて」と、飼育ケ

ースを覗き込み、アオムシの様子を見ていた。アオムシとの出合いをきっかけに興

味をもち、園庭に出ると「アオムシを見つけたい」と、数名でレモンの木に向かっ

て走る。「どこにいるんやろ？」「いてないな」と、レモンの木の奥を覗いたり、葉

っぱの上や裏も探したりする。「いたいた！」「どこに？」「ここ、ここ！」「あっ、

ほんまや！」「これお部屋で飼ってもいい？」と、葉っぱごと取り、「葉っぱもあっ

たらお腹減らへんもんな」と、持っていたバケツにそっと入れる。「他の場所も探

してみよう」と、園庭中のあらゆる場所の木や草花にも行き、探し回る。すると、

「先生アオムシ見つけた！」「ここの木にもいたよ」「ぼくが見つけたアオムシ」と、

ニコニコしながら嬉しそうに見せる。Ⓣ「ほんとやね」と、驚いて一緒に見る。「あ

れ？この葉っぱ」「レモンの匂いがするからレモンの木や！」「だからアオムシいた

んや！」と、気付いたことを伝え合い、更にアオムシがいないかを探す。 

＜葉っぱ食べてくれるかな？＞ 

数日後、レモンの葉っぱが好きなアオムシのために「エサ入れたげなあかんな」

と、まだ食べられていない綺麗な葉っぱを選び、飼育ケースに入れる。しばらく様

子を見ていると端の方から葉っぱを食べた。「僕が取ってきた葉っぱ食べてくれた」

Ⓣ「ほんとやね、よかったね」と、笑顔で受け止める。「ほんまやめっちゃ食べて

る」「美味しいって言ってるかな？」と、友達と伝え合う。帰る前にもう一度見る

と、葉の中心の太いところ（主脈）だけを食べずに残していた。「なんでここだけ食

べへんねんやろ？」「硬いからちゃう？」と、葉っぱを触りながら驚く。Ⓣ「ほんと

やね、面白いことに気付いたね」と、うなずく。 

＜ウンチってどんなの？＞ 

飼育ケースの中に溜まっていくウンチを見て、「葉っぱいっぱい食べてるからい

っぱいウンチしてる」「でも臭くないな」「ウンチ丸いな」「こっちは小さいのにこ

れはでかいで」「赤ちゃんと大人で違うんちゃう？」Ⓣ「なるほどね、そうかもね」

と、一緒に飼育ケースを覗き、子どもの気付きを見守った。 

自分のアオムシを 

見つけたい 

どこ？(興味、探す) 

硬いから？（予想） 

葉っぱを食べて 

もらいたい 

アオムシの発見 

アオムシを飼いたい 

見せて見せて 

 (興味) 
 

葉っぱも入れてあげよう 

（思いを寄せ始める） 

もっとアオムシを 

見つけたい 

ぼくが見つけたアオムシ 

（喜び） 

喜んでくれるかな？ 

（思いを寄せる・期待） 

アオムシのウンチって

…？（ウンチの形や大

きさへの気付き） 

事例４ アオムシってどんな生き物？  2019 年 5 月 
 

なんで？（不思議） 

４歳児 
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≪考察≫ 

セミの鳴き声に気付き、保育者も思いをすぐに受け止めたことで、セミに

興味をもち、見つけたい思いが芽生えた。セミがすぐに鳴き止んだことを不

思議に感じたり、なかなか姿が見えなかったりしたことで、友達とどうした

ら見つけられるのか、予想をしたり、作戦を考えたりする姿に繋がった。ま

た、自分たちの思うままに探すことが、虫たちにとってはどうなのかを考え

るきっかけにもなった。 

 

 

 

 

園庭の築山で遊んでいる時にセミの鳴き声が聞こえてきた。Ａ児「なんか声が聞 

こえる！」Ｂ児「セミの声や！いろんな声してる！」Ｂ児「ミンミンの長さが違う」

Ａ児「ジーも言ってるね」と、２人で木を見上げていた。Ａ児が「先生、セミ鳴いて

る！！」と叫び、「ミンミンって言ってるよ！早く来て！」と、保育者を呼ぶ。Ⓣ「ほ

んとやね、セミの声聞こえてきたね」と、走って近付く。しかし、近付くとセミが鳴

くのを止めてしまった。Ａ児「あれ？止まった。ジーって先生って呼んでたのに」Ⓣ

「先生って呼んでくれてたのかぁ、鳴くの止めちゃったね」と、話しながら一緒に木

を見上げる。不思議がっていると芝生の丘の方でまた鳴き始めた。Ｂ児「あっ！あっ

ちから聞こえる！」Ⓣ「あそこやね！」などと話しながら、芝生の丘まで移動した。

しかし、近付くとまた鳴くのを止めてしまった。Ａ児「なんで鳴くの止めるんやろう？」

Ｂ児「うるさいからじゃない？」Ａ児「じゃあ、今度は静かに動いてみよう」Ｂ児「静

かにする作戦にしよう」と、鳴き声が聞こえたら静かに移動することにした。 

少し待つと「あっ！鳴いてる！」と気付き、２人で静かにゆっくり移動する。する

と、築山に着いても鳴き続けていた。小声で「鳴いてるね！」と、喜び合っている。

静かに声を聞きながら、Ｂ児「この木から鳴き声ずっとしてるよ」Ａ児「どこにいる

んやろう」と探すが、姿を見つけることはできなかった。Ａ児「じゃあ、違う作戦で

いこう」Ｂ児「２つに分かれるのは？」Ａ児「うん！分かれる作戦や」と、２人で話

し、築山と芝生の丘で分かれて待っていた。すると、築山と芝生の間の木から鳴き声

が聞こえてきた。Ｂ児「あれ？違うところから聞こえる！」Ａ児「ここから聞こえる

よ」と、２人が集まると、他児も集まってきた。みんなで木の上の方を見るとセミが

止まって鳴いていた。「あっ！いた！！」「見つけた！」と、大きな声を出してジャン

プして喜んだ。すると、セミは芝生の丘の木の方にすぐに飛んで行ってしまった。集

まってきた子どもたちも「あぁ～、また飛んで行っちゃったね」と、残念がっている。

Ⓣ「なんですぐ飛んで行っちゃうんやろうね」と投げか

けると、「人がいっぱいいたからちゃう？」「あんまり人

がいっぱいやと嫌なのかな」「うるさいのも嫌いかもね」

と、話していた。その後、鳴き声が聞こえてもあまり大

きな声を出さないように、セミの姿を追っていた。 

鳴き声に気付く 

セミの声を聞きたい 

あれ？声が違う 

(種類に気付く) 

鳴き声を近くで聞き

たい 

うるさいからかな？ 

（予想） 

静かにしてみよう  

（試す） 

セミの姿を見たい 

聞こえた！（喜び） 

分かれてみよう 

(新たな考えを試す) 

やった！見つけた！ 

（歓喜・満足感） 

たぶんこうかな

（予想） 

気をつけて探そう 

（思いを寄せる） 

事例５ どこにいるんやろう？  2019 年 7 月 

なぜ鳴き止むの？ 

（不思議） 

築山 

芝生の丘 

なぜまだ 

飛んでいくの？ 

（疑問・不思議） 
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ṇ᭶遊びに興味をもち、友達と⣒ᘬきࢦマでࢥマ回し➇தをしたり、ࢥࣀ࢟回し

にᣮᡓしたりしていた。また、ᑠさい✵き⟽やࣖクࣝࢺ容ჾ、カࢵプ、⣬─、⣬ࢥ

スプーンなどを⏝意し分ูして⨨いていたことࢺーࢨࢹ、のࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌、プࢵ

で、様々なᮦᩱをってᡭ࡙くりࢦマをつくって遊んでいた。 

㸿児は、ṇ᪉ᙧのスの✵き⟽の真ん中にࣖクࣝࢺ容ჾを༑Ꮠに付け、回す。

㸿児「うーん。うまく回らない」と、᪂たにࣖクࣝࢺ容ჾを付けຍえた。㹀児は「ඛ

生、見て。⟽にを付けて回してみたら、めっちࡷすࡈいで」ך「すࡈい。すࡈく

かっこいいࡡ」㹀児「見ててや。いくで」と、⟽の真ん中に付けたࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌の

を持って回すと、ࣝࢢࣝࢢと回り続けた。ך「すࡈいすࡈい！！！」と、ᢿᡭを

する。ך「何で、こんなにࣝࢢࣝࢢと回るの？すࡈいࡡ」㹀児「何でか教えてあげ

る」と、Ꮀしそうに⟽のを見せ、「にもࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌のを付けてみてん。これ

を付けたらめっちࡷ、回るࡡんで」ך「うんうん」と、自ಙ‶々に話す姿にうなず

きながら、ך「おー、これは大発見。すࡈい考えやࡡ」と、共感しぶ指でࢢーと合

ᅗを㏦る。㞳れたところにいる㸿児は、どうしたら回るのかᝎみ、⟽に付けていた

ࣖクࣝࢺ容ჾの上にさらに✚み上げ付けるが回らない。ᝎんでいる㸿児の様子から

。と、ኌをかける「いよࡈマすࢥ㸿ྩ、㹀ྩのつくった」ך、になればと考えࢺンࣄ

㸿児「めっちࡷ、すࡈいな。なんでそんな回るん」と、㹀児のࢥマに関心をもち、

㹀児のࢥマにじっと見入っている。㹀児は回したᚋ、すぐに᪂たなᮦᩱを㑅びに行

ったが、保育者は、㸿児が関心をもっている様子に気付き、ך「㹀ྩ、ࢥマをちࡻ

っとだけ見せてあげて」と、ぶ。㹀児はᡠってきて、㸿児にᡭ࡙くりࢦマを見せ

た。㸿児は、㹀児のࢥマを見て「あっ」と、言ってᮦᩱを探しに行き、⟽のに࣌

のを付けた。㸿児「すげー。回った！」と、‶㊊げな表情で繰り返しࣝࢺ࣎ࢺࢵ

遊んでいた。ך「お࠽、すࡈい！回ってる回ってる」と、㢦を見合わせてᎰしさを

共有した。 

そのᚋ、㸿児は友達のつくっているࢥマから่⃭をཷけ、᪂たなᮦᩱを㑅んでᕤ

ኵしたり、自分なりにᮦᩱのい᪉や組み立て᪉を試行したりしていた。また、友

達とࢥマ回し➇தをしている中で、「回ると㸦スプーンの㸧Ⰽがきれい」「面白い回

り᪉をしているな」と、いのࢥマを認め合ったり、自分なりにᕤኵしてつくった

と、自ಙ‶々にఏえたりしている姿「くはこうしたよࡰ」マを「かっこいいやろ」ࢥ

が見られた。 

Ӑ考ᐹӑ 

᪤〇のࢥマだけでなく、様々なᮦᩱでᡭ࡙くりࢦマをつくって遊ぶ中で、㸿児は、ᮦᩱの組立て᪉を考え

つくってみるが、思うように回らないと試行を繰り返していた。㸿児がᝎんでいたので、様々な᪉ἲがある

ことに気付くきっかけになればと、保育者が友達の様子を▱らせたことで、࿘りへど㔝がᗈがり、㸿児は、

㹀児のᡭ࡙くりࢦマを見て感心し、やり᪉を見て“これならできる”と心が動いた。 

思うようにいくまで、ㅉめずに繰り返し試行したり、友達のᡭ࡙くりࢦマからࣄンࢺをもらったりしたこ

とで、“うまくいった”という႐びや“回したい”という思いが実現し、回すことがより楽しくなった。友

達と一⥴に回す楽しさを味わったり、いのࢥマを認め合ったりしたことで、“自分”のࢥマにᑐしての自

ಙをもち、友達と見せ合う姿に繋がった。 

事例ᾅ ἬἕἚἮἚἽỉᔟỆᅼ݅ỉỽἀ  2018 年 1 月 
 

  

もっと回したい 

ᡭ࡙くりࢦマを 

つくりたい 

よし、これでいい！ 

(組み立てのᕤኵ) 

すࡈい！何で？ 
(感心・関心・疑問) 

回った回った！ 
(႐び・面白い) 

何で？ 

(思い㏻りにいかない) 

どうしたら回るか？

㸦試行㸧 

友達のようにしたい 

回るときれい！ 
㸦気付き㸧 

友達と一⥴に 
㸦自ಙ・Ꮀしい㸧 
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【心を動かす“もの”】 

 

൦ử්ẲてᑔửᡶộẶたい 
ースでỈをὶして遊んでいた。ỈがໃいよくὶれるࢥやἼᯈを組み合わせたࢺ

様子を見て「ᛴὶすりみたい」と、つぶやいたことがきっかけとなり“ᛴὶすり

遊び”が始まった。ࣅーࣝࢣースを✚み㔜ࡡてഴᩳのࢥースをつくり、∵ஙࢵࣃクで

つくった⯪を⨨いた。ࢶࢣࣂや㘠でỈをὶすが進まない⯪を見て、「いっࡥいὶした

ら᪩く進むんじࡷない？」と、ࢱラで大㔞のỈをὶすことを思いつく。「Ỉいっࡥ

いにしよう」と、やかんやࢶࢣࣂでࢱラにỈを⁀めると「㔜たい！㸯人では無理や」

「一⥴にしよう」「㸱、㸰、㸯、スࢱーࢺ！」と、Ỉをὶした。ໃいよくὶれるỈを

見て「わ࠵ー！」と、Ḽኌを上げて繰り返す。しかし、⯪

がᶓ向いたり、はみ出したりしてࢥースからⴠちてしまう。

何度も繰り返している姿を見て、ך「どうしたいの？」と、

ᑜࡡると「᭱ᚋまで⯪がまっすぐ進んだら成功！」と、ኌ

が上がり、ࢥースや⯪の試行錯誤が始まった。 

ᑔỉᄂᆮɶḠ 

「∵ஙࢵࣃクはỈに強い」「⣬はỈにᙅいけど、◳い⣬㸦ཌ⣬㸧は、大ኵそう」

と、予想するがཌ⣬はれるとᰂらかくなった。「ಟ理しよう」と、⣲ᮦを㑅ぶ中で

「Ỉにれへんように⿄でໟんだらいいやん」「Ỉが入らないようにテープでとめよ

う」「ࢥーテンࢢ⯪の成！」と、自ಙ‶々な表情で႐んでいた。しかし、「あれ？

↛進まない」「Ỉが入ってる！中の⯪もࡩにࡩࡷにࡷ」と、⿄の㝽間からỈが入り、

㔜たくて進まなかった。∵ஙࢵࣃクの⯪は、何度もᣮᡓしているうちに「Ỉがしみ㎸

んでᙅくなる」と、ࡩにࡩࡷにࡷに͐。ך「何がいいのかな」と、ᑜࡡると「ᅛいも

のならできる」と、ᅛいものは何かをクラスで話し合い、プラスࢵࢳクや⨁、スࢳロ

ーࣝの⣲ᮦでつくるようになった。遊ぶたびに、⯪に付けていた⣲ᮦをእしたり、付

けຍえたりなど何度もつくり┤していた。 

Ἴᯈ 高さの㐪うྎ 

㣴生ࣝࢿࣃ 

 ࢺーࢩ࣑ࣝ

レࣕࢪーࢩーࢺ・ 
大きなࣅニーࣝ⿄ 

Ὑ℆ばさみ

大きさの㐪うࢱラ 

ᖜの㐪うすのこ 

Ⰽ々な࣍ース 

事例ᾆ ්࣯すỔụửыẰẶたいὲ  2019 年 5 月῍7 月 
ᾄ歳児 

 ースでࢥ
Ỉをὶしたい 

ᛴὶすりにしたい 

あれ？㸦つまずき㸧

Ỉをቑやしたらでき

るかも㸦ࡦらめき㸧 

 

⯪をつくって 

 進ませたい 

これならできそう！ 

㸦予想㸧 

⣬はれちࡷう 

㸦性㉁への気付き㸧 

これならできる 

㸦予想・確ಙ㸧 

なんでだろう？ 

㸦予想との㐪い㸧 

でも、Ỉが入っちࡷう 

㸦つまずき㸧 

これで大ኵ！ 

㸦ᮇᚅ㸧 

⯪を進ませたい 

㸦試行・改ၿ㸧 

毎回遊びᚋにはクラスの話し合いで、共有する。 

つくった

⯪の一㒊 
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まっすぐのࢥース 

でしたい 

どうしよう 

㸦つまずき㸧 

Ỉが₃れない 
ようにしたい 

そうだ！ 

㸦経験をάかす㸧 

これでできる！ 

㸦確ಙ㸧 

どうにかしたい 

㸦つまずき・᰿気㸧 

よしっ！㸦達成感㸧 

 

曲がって進んで！急流すべり 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日は、まっすぐのコースにしよう！ 

 

㸿児「ࢥースがこうやって᭤がって行くようにしたい」と、㌟りで▱らせ、ࣅーࣝ

の⨨をỴめる。㸿児は、すのこを㑅んで「㸦ྎを㸧㝵ẁࢺーࢱてスࡡースを✚み㔜ࢣ

みたいにしなあかんࡡん」㹀児「ᩳめにするってことࡡ」㹁児「じࡷあ、次は㸰ẁぐら

いが度いいんじࡷない」と、ഴᩳになるようにすのこを⨨いた。すのこが㔜たかった

ので、保育者も一⥴に持ち上げるなど必要にᛂじて援助する。㸿児「こう᭤がって行く

から、もうちࡻっとᩳめ㸦向き㸧にしよう」と、すのこの⨨を少しᩳめにずらす。 
次にᖜᗈいすのこを㑅び、㸯ẁのࣅーࣝࢣースに⨨いた。㸦ᅗ㸯㸧繋ࡂ目のところで

高పᕪができ、㹀児「㸦⯪が㸧ⴠちちࡷうࡡ」㹁児「少し高くしたいけど͐ࣅーࣝࢣー

スは大きすࡂるな」と、しばらくᝎんでいたので、ך「のものでྎになるものはない

かな？」と、一⥴に࿘りを見Ώす。㹁児「これなら度よさそう」と、㏆くにあったࣂ

でഴᩳになるようにすࢺーࢩ࣑ࣝ、を⨨いた㸦ᅗ㸰㸧ことで高పᕪが少なくなりࢶࢣ

る。さらに、すのこを㸰つ繋げ、すのこの㝽間からỈが₃れないようにࢩ࣑ࣝーࢺや

目ࡂの繋ࣈニーࣝ⿄をᩜく。㹂児「Ỉをὶしてみよう」と、Ỉをὶすと㸯つ目のカーࣅ

からᶓにỈが大㔞に₃れ、⯪も᭤がらずにᘬっかってしまう。㹁児「大変だ！₃れて

る！」㹀児「どうしよう」と、ៃてていると、㸿児は➗㢦で୧ᡭをᡴち「そうか！₃れ

ないように࣍ースや」と、࣍ースをカーࣈのቨにな

るように⨨いた。㣴生ࣝࢿࣃを㔜ࡡて᭤がるように

ᕤኵしたり、ὶすỈの㔞をቑやしたりして何度もᣮ

ᡓするが、カーࣈで⯪が᭤がれずにᘬっかったり、

㏵中でṆまったりして、思うようにいかなかった。 

㹁児「今日はまっすぐのࢥースでしよう！」というᥦに㈶成し、ࣅーࣝࢣースを

㸱ẁ㔜ࡡたスࢱーࢺかららかにഴᩳしていくが、᭱ᚋのྎが高く少しⓏりᆏのࢥー

スになった。㹁児「ὶしてみて」㹃児「Ỉはいっࡥいにしよう」㹄児「‶ࢱンにしよ

う」と、ࢱラにỈを⁀めて⯪と一⥴にὶした。すると、㣴生ࣝࢿࣃのᡤでᶓにỈが

₃れてしまい、⯪がṆまってしまう。㹁児「やっࡥりቨが必要やな͐」と、ᝎんでい

る。保育者もഐでᝎんでいる気持ちにᐤりῧう。㹁児「๓にしたフラフープをって

ቨにしよう」と、㣴生ࢩーࢺをフラフープに㏻すことで୧ࢧドを立ち上がらせるこ

とを思い出して試す。㹁児「これで、いけそう」㹃児「Ỉいっࡥ

いὶすよ！㸱㸪㸰㸪㸯㸪スࢱーࢺ！」と、ࢱラでỈをὶすと、

ᶓに₃れなくなり、ໃいよく進んだが、Ⓩりᆏのᡤでᘬっかっ

てṆまってしまう。㹄児「Ṇまった！ここで、ᘬっかってる」

㹃児「もう㸯回してみよう」と、何度かしてみるが、᭱ᚋでᘬっ

かってしまう。㹁児「ࢥースが上っているから、下りるように

しよう」と、ྎの高さをㄪ⠇し┤した。すると、Ỉと一⥴にࢥー

スの᭱ᚋまでໃいよく進んだのを見て、㹁児「よしっ！成功した」

㹄児と㹅児も「成功した」と、㣕び㊴ࡡて႐んだ。 

どうしよう 

㸦つまずき㸧 

これでできる

㸦高పᕪのᚤㄪᩚ㸧 

え？なんで？ 

㸦つまずき㸧 

᭤がって進ませたい 

なんでうまくいかな

いのかな㸦課題㸧  

᭤がるࢥースで 

⯪を進ませたい 

高పᕪ 㸦ᅗ㸯㸧 

㸦ᅗ㸰㸧 

これは？こうしよう

㸦ᕤኵ・思考㸧 

⩣日も᭤がるࢥースでᣮᡓするが、

実現できなかった。 
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やっࡥり᭤がる

 ースにしたいࢥ

どうにかしないと！ 

㸦つまずき㸧 

これでできる！ 

㸦経験をいかす㸧 

⤯ᑐ᭤がらせたい！ 

㸦⇕意㸧

そうだ！㸦友達の考

えを取り入れる㸧 

成功させたい㸦予想㸧 

お㢪い！進んで！ 

㸦㢪ᮃ㸧 

やっと成功した！ 

㸦達成感・感動㸧 

これで成功した！ 

㸦確認・自ಙ㸧 

やっぱり曲がるコースにしたい！ 

 㸿児「今日は、᭤がるࢥースにしよう」㹀児「スࢱーࢺは㸱ẁにしよう」㹁児「そ

うやな」と、㸱ẁに㔜ࡡたࣅーࣝࢣースをスࢱーࢺに、ᚎ々にഴᩳになるようにྎの

高さをㄪ⠇していく。すのこを持った㸿児「㹁ྩもᡭఏって！ちࡻっとᩳめにするࡡ

ん」㹁児「このぐらい？」㸿児「下に㔜ࡡなあかんࡡん」と、繋ࡂ目で、すのこの㔜

᪉や向きをㄪ⠇する。すのこが㔜たいので、保育者はさりげなくᨭえるなど必要にࡡ

ᛂじて援助する。㸿児「ここで᭤がるようにしよう」と、ᡭりを交えて友達にఏえ

ᩘ人でᖜがᗈいすのこを、ࡰᶓ向きにして繋げる。すのこの㝽間からỈが₃れない

ようにࣅニーࣝ⿄やレࣕࢪーࢩーࢺをᩜき、ࢥースの᭱ᚋには㣴生ࣝࢿࣃを繋げた。

㹀児「㸯回ὶしてみようか」というᥦに㈶成し、ᩘ人でࢱラにỈを⁀めてὶして

みる。㹁児「わ࠵ー！Ỉが₃れてる」と、㦫いたኌを⪺いて、みんながᖜᗈいすのこ

の๓に㞟まる。㹀児「本ᙜだ͐」㸿児「どうしようかな͐」と、りⴠちるỈを═め

る。ۑ㹒「本ᙜだ！₃れてるࡡ。どうしたらいいかな」と、問いかけながら一⥴に㏆く

で₃れている様子を見る。㹁児「࣍ースでṆめよう」と、以๓㸿児が思いついた᪉ἲ

をᥦする。それを⪺いた㹀児がᙇり切った様子で࣍ースを持って来て、みんなでỈ

が₃れていたሙᡤにቨになるようにὙ℆ばさみでとめる。ࢥースのスࢱーࢺに⨁とプ

ラスࢵࢳクの容ჾでつくった⯪を⨨く。㹁児「ࢩーࢺをまっすぐにしないとᘬっか

るࡡん」㹂児「Ỉは、‶ࢱン必要だよ」㹄児「の⯪は⨁でできてるからỈに強いは

ず」と、今までの経験からの気付きを話したり、予想したりする。‶ࢱンに⁀めたࢱ

ラからỈをὶすと、⯪がໃいよく進み始めた。ࢦーࣝに向かって㌟りしながら㢪

いを㎸めて「行けー！！」と、進む⯪を目で追う。保育者も一⥴に目で追いながら見

Ᏺる。カーࣈの࣍ースがቨとなり、カーࣈを᭤がって⯪が進んだのを見て㸿児「行っ

た行った！」と、ᡭを྇いてኌをあげる。ඛ㢌の⨁の⯪がໃいよくࢦーࣝまで進んだ。

「！ーいࡈす」ך。たりしながら「大成功̿！」と、႐んだࡡ㊴したり㣕びࢨンࣂ

と、ᢿᡭしながら一⥴に႐び「何で成功したんだろう」と問いかけ、試行錯誤して成

功した要ᅉをり返る。㸿児「⨁の᪉がᑠさくて᪩く進んだ！ᑠさい᪉がいいってこ

とかな」㹂児「Ỉが‶ࢱンだったから」㹁児「Ỉが₃れないようにしたから」など、

気付いたことや考えたことを話した。 

Ӑ考ᐹӑ 

ᛴὶすりの実現に向かって、友達や保育者と一⥴にࢥースや⯪をつくったり、試したりする中で疑問

やつまずきに出合ったり、達成感を味わったりすることで、“したい”思いが強くなっていく姿があった。

その思いに合わせて、༑分に試せるもの、⣲ᮦがあったことで “そうだ！”“これならできそう”と心を

動かし、目的に向かって試行錯誤することができた。ྠじ目的に向かっていく友達と、様々に試せる環境

とさりげなく見Ᏺりᨭえる保育者のᏑ在があったことで、“こうしたい”“してみせる”と思いを継続させ

て遊ぶことに繋がった。また、㸲歳のに、この◁ሙでࢵ࣑ࢼࢲクに遊ぶ㸳歳児の様子を㌟㏆で見てい

たことも、子どもにとって㨩力的な環境となり、“したい”と心が動いた要ᅉの一つだと考える。 
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 やථでἣὅỀẪụם
ᅵやἾを㸯日⨨くことでᅛまったࣃンにࢶ࣋ࣕ࢟の葉やニンࢪンの⓶などをᣳ

んで、「ࣁンࣂー࢞ーをつくってみた」と、話す㸿児。そのᚋ、「マクドࣝࢼドだ

ったら、࣏テࢺも一⥴に㣗るでし࣏。ࡻテࢺもつくってセࢺࢵにしたいな」と、

ᅵやἾの性㉁や感ゐがሙᡤによって㐪うことに日々の遊びの中で気付いていたた

め、自分なりに考えて࣏テࢺがつくれそうなሙᡤに㉮っていった。 

ஜཋỚたいなἯἘἚỀẪụ  

㹀児が㏻りがかり「これ、すࡈい！ࣁンࣂー࢞ーや」と、言うと㸿児が「マクド

のࣁンࣂー࢞ーやで。࣏テࢺもつくったらいいかなと思って」と、少し㞳れたሙᡤ

から自分のしていることをఏえる。ך「すࡈいよࡡ。㣗たくなるぐらいおいしそ

うだよࡡ」と、㹀児のኌに気付き、ഐに行って共感する。㹀児「⚾、マクドでこん

なࣁンࣂー࢞ー㣗たことあるよ。࣏テࢺを一⥴につくりたい」㹀児「しよう」と、

つくり始める。㸿児「ここのἾで࣏テࢺのᙧにしてみようと思ったけど、Ἶじࡷ⣽

㛗いᙧにできないࡡん」㹀児「Ⰽも࣏テࢺっࡱくないし」と、ᝎむ。ך「そうなの？

ඛ生も㸯回やってみるわ」と、つくってみるが「確かに、࣏テࢺのように⣽くした

らᔂれちࡷう。㞴しいࡡ」と、共感し、㸿児のつくりたいという思いを実現するた

めך「㐪うものでできないか、ᗜも見に行ってみる？」と、ኌをかける。「うん、

見に行ってみよう」と、ᗜに向かう。「うーん͐」と、ᝎみながら一⥴に見Ώし、

と、ᥦしてみる。「これできそ「？どうかな。ࡡあっ、ᮌくずとかあるけど」ך

う」「Ⰽも࣏テࢺにఝているし。持っていこう」と、ࣝ࢘࣎に入れ、遊びのሙへ持

っていく。᪩㏿、ᮌくずをᡭでこࡡたり、Ỉを入れて‵らしたりし「Ỉを入れたら、

ᰂらかくなったࡡ」と、感ゐを味わっている。子どもの様子を見Ᏺりつつ、࣑ࢱ

ンࢢを見て、Ὑ℆⢶をそっと⨨いてみる。すると、㹁児が「これ何？」と、保育者

に⪺く。ך「これࡡ。Ὑ℆⢶って言ってࡡ」㸿児「のりってお㒊ᒇでっているや

つ？」ך「みんながっているものとは、少し㐪って、Ὑ℆をするにったりで

きるものなんやけど、ちࡻっと見てみる？」と、容ჾから少しだけ出してみる。「何

か、ࢺロࢺロしているし、ゐっていたら、ࢺ࣋ࢺ࣋してきたで」と、Ὑ℆⢶の感ゐ

を確かめ、ࣝ࢘࣎の中でᮌくずとΰࡐ始めた。「まだ、㊊りないかな？」「もうちࡻ

っとのり入れてみよ」と、ᮌくずの感ゐを確かめながら、㔞をㄪ⠇したりᡭについ

たᮌくずを見たりして「これぐらいなら、ᅛまるかも」と、ᖹらな型にして大き

なプラスࢵࢳク容ჾに㸯㸰ಶ୪た。㹁児「この

まま⨨いといたら、ᅛまると思うで」㸿児「それ

いい考え」㹀児「ࣃンもᅛまったもんな」と、㹁

児のᥦに共感し、ኳೃも考えながら子どもと一

⥴に保⟶ሙᡤを┦ㄯし㸯日⨨いておくことにし

た。

ᅵの性㉁やỈの㔞によってἾの感ゐが変化していくおもしろさを㌟体で感じな

がら遊んでいた。様々なᙧをつくり、ᮌのᯈの上にのせ「このままṧしておきた

い」という思いや遊びの話し合いのሙで࡙࣒ࣕࢪくりをしているという友達の遊

びに่⃭をཷけ、Ἶでつくったものをࣃンにしたらいいという思いが出た。 

  

 ンにしたいࣃ

ṧしておきたい 

Ἶ遊びをしたい 

事例ᾇ ஙẪẵなỤできるὲὲ  2019 年 6 月῍7 月 

  

 ーを࢞ーࣂンࣁ

つくりたい 

どのἾならつくれるかな 
(性㉁の気付き) 

 をつくりたいࢺテ࣏
 

マクドࣝࢼドならこれで
しࡻ！(生ά経験からの思
いつき) 

ここならつくれそう！ 

(予想) 

  

  

ᮌくずで本≀みたいな 
 をつくりたいࢺテ࣏

Ἶではできない！ 

(つまずき) 

これ何？ 

(興味・関心・疑問)  

ᮌくずって面白い(感ゐ) 

これぐらいなら 

ᅛまるかも？ 

(⢶、ᮌくず、Ỉの㔞 

をㄪ⠇) 

ᅛまるはず！ 
(予想・ᮇᚅ) 

のものだったら 

できるかも 

(ᮇᚅ・ど㔝のᗈがり㸧 

 ！ロしているࢺロࢺ

㸦᪂たなᮦᩱへの面白さ 

・気付き) 
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ạộẪいったᾎὲ 
次の日、園ᗞに出ると“おいしいࡥんやさん”の‽ഛをし、㸿児「日のつく

ったやつどうなったやろ」と、㉮って見に行く。保育者もどうなっているのか気

になり࣑ࢱンࢢを見てഃへ行く。ゐってみると㸿児「まだ、ࡩにࡩࡷにࡷして

いるわ」と、ᅛまっていないことに気付く。ך「どれどれ」と指ඛでゐり、「本ᙜ

や͐ࡡなんでだろうࡡ」と、考える。㸿児は、㏆くにあった〇ị─を見つけ入れ

変えようとしていると、㹁児「のつくったやつうまくいった？」と、㏻りすが

りに立ちṆまり⪺く。㸿児「◳いのもあるんやけど、↛ᅛまってないࡡん。だ

から、入れ≀を替えてみた」㹁児「確かにまだ↛あかんな」と、指ඛで感ゐを

確かめる。㸿児は、〇ị─のを㛢め、「これで、また⨨いといてみることにしよ

う」と、大事そうに⨨きにいった。㸿児の思いや考えを大切にするため、保育者

は見Ᏺった。

㞵が続いたᩘ日ᚋ͐ 

ạỪーὲộってるὲ  
〇ị─を返し、指ඛで取ろうとするがなかなか出てこない。㸿児「↛、取

れへん」と、取れないことに面白さを感じ、保育者の㢦を見て➗う。ך「うん？

ちࡻっとඛ生もやってみようか？」と、ྠじように指ඛで取るが取れなかったの

で、ᮘの上でࡦっくり返し、力強く྇いてみる。すると、㸯つだけ出てきたのを

見て「うわー！ᅛまっている」と㦫き、㸿児「ඛ生、㈚して。⚾もやってみる」

と、ᡭに取り、ྠじようにやってみる。㒊、取り出し「↛、ᡭに付かない。

でも、ᅄゅいな͐」「あっ、これは、上の᪉㸦〇ị─のᗏにあった㒊分㸧だけまだ

いていないものもあるやん」と、見た目と感ゐで気付いたことを話す。すると、

㏆くにいた友達が「何か、࢟ࢳンラー࣓ンみたい」と、言ったこともきっかけと

なり、࣏テࢺや࢟ࢳンラー࣓ンに見立てて遊んでいた。 

次は、ࣁンࣂー࢞ーのࣃンもᮌくずをᅛめればできるのではないかとࣃンのᙧ

にఝたカࢵプを探し、⨨いておくことにした。 

Ӑ考ᐹӑ 
ᅵやἾの感ゐを㌟で感じたり、様々なᙧをつくったりして遊んでいたことがきっかけとなり、ࣃン࡙く

りへと発ᒎした。㸿児のつくったࣁンࣂー࢞ーが友達に認められたことやおᗑのように࣏テࢺとセࢺࢵにし

たいという思いから“࣏テࢺをつくりたい”と、Ἶで試行するがうまくいかなかった。しかし、保育者が子

どもの様子を見てからᮌくずとὙ℆⢶という᪂たなᮦᩱをᥦしたことで、“これならできそう”と心が動

き、予想を立て試行する姿へ繋がり、 “これならよりできる”“してみせる”という思いがより強くなった。 

遊びの経験からᮌくずとὙ℆⢶をΰࡐて⨨いたらくかもという予想をし、ᩘ 日間⨨いておいたことやプ

ラスࢵࢳク容ჾより〇ị─の᪉がᅛまるのではないかと考えたことで、本≀みたいな࣏テ࡙ࢺくりが実現し、

᪂たな発想を生み出し、達成感を味わうことができた。 

ᅛまるかな？ 

(ዲወ心・ᮇᚅ) 

何で、ᅛまってないの 

(予想との㐪い) 

ᅛめたい 

もう一度、ᣮᡓ！ 

(ᮇᚅ・確ಙ) 

㐪うものにしてみよう！ 

(目的に合う⏝ලの㑅ᢥ) 

もしかして、ᅛまってい

る？(ᮇᚅ・面白い) 

ついに、ᅛまった！ 
(興ዧ・達成感) 

何でᅛまってないところ
があるの？ 

(予想との㐪い) 

何か、࢟ࢳンラー࣓ン 
みたい！(᪂たな発想) 
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               ܇ࢂဋẰんỉݢ

  

ͤᑎ⏣さん㸦ᮌᕤᡣの⫋人で遊ලを一人でᘓて替えてくださった᪉㸧 

 

 園ᗞの“Ⓩりᒇ᰿”という遊ලのᘓて替えが始まった。子どもたちは、つくって

いる様子を㸰㝵のᗯ下から見て、᪂しい遊ලができるのを楽しみにしている。 

ᅵྎとᰕをྠじようにつくったが、㞵が降ったこともあり、ᔂれてしまった。

「ྠじようにしたのになんでやろう？」と不思議がる。「࣎ンドが㊊りなかったん

かな」「このᮌ㸦ᰕ㸧をᨭえるᮌがいるんじࡷない？」と、ᔂれた原ᅉを話し合っ

た。ך「何でやろうࡡ」と一⥴に考えながら、࣎ンドの㔞をቑやしたり、ᨭえの

ᮌを付けたりしてつくり続けた。遊びのᚋの話し合いのሙでの友達にもᅔって

いることをఏえると、「何でやろう」「ᩳめやからじࡷない？」「真っ┤ぐしたらい

いんじࡷない？」と、いろいろな意見をもらった。「なるど。。。」と、思いを⪺

きながら考えている様子であった。㸰、㸱日ᚋの降園ᚋに、保育者がなかなかく

様々なᙧや大きさのᮌ∦をい、ᮌᕤ遊びをし、出来たసရの中にᘓタ中のᮌ

〇遊ලを真ఝたものがあった。それを見た友達に、遊ලをつくっている᪉の名๓

から“ͤᑎ⏣さんのᘵ子”とばれ、႐んでいた。「んとにⓏれそうやࡡ」「

んとにⓏれるくらい大きかったらいいのにࡡ」「じࡷあ、大きいのつくろうよ」「大

きいᮌだったらつくれるんじࡷない？」と、話すෆに┒り上がっていった。ך「そ

んなのあったら楽しそうだࡡ」と、思いに共感する。すると、「じࡷあ、みんなで

ᑎ⏣さんࡈっこしよう！」と、遊びが始まった。 

ᑎ⏣さんのようにつくりたいという思いをཷけṆめ、ᮌ〇遊ලの㞄にいろいろ

な㛗さや大きさのᮌ∦、࣎ンド、⣣を⏝意しておいた。᪩㏿、ᮌを合わせて⣣で

⤖んだり、࣎ンドをሬったりして、思うまま付けていたため、㔜心が上にいき、

ᅵྎがᅛ定されずᔂれてしまった。「どうしたらྠじの㸦ྠじように㸧つくれるの

かな」とᝎんでいる。ך「ᑎ⏣さんはどうしてるのかな？」とᢞげかけると、᪩

㏿そのሙへ移動し、じっと見ていた。すると、「ྠじ㛗さのᮌが㸰本立ってるよ」

「下にもᮌがあるࡡ」など、気付いたことをఏえ合う。保育者は子どもたちの気

付きを見Ᏺる。本≀の遊ලのようにⓏれるものをつくるため、ᮌの構成の様子を

探り、ྠじように㛗さやᙧがᥞっているᮌ∦を探し始める。ᮌがᩳめに᥋着され

ていることにも気付き、「ඛ生、ᮌ切れる？」ך「切れるよ」というと、「じࡷあ、

ᩳめにくっつけられるࡡ」と႐ぶ。「ᩳめじࡷない下のとこにくっつけよう」「ྠ

じ㛗さならᔂれないよࡡ」と、ᅵྎとᰕを真ఝてつくった。

なんでᔂれるの？ 

㸦つまずき・疑問㸧 

どうなってるのかな？

㸦探⣴㸧 

ᅵྎをたたせたい 

ᘵ子って言われてᎰし

い㸦友達からの認め㸧 

そうだ！ 

㸦ࡦらめき㸧 

ᩳめになってる！ 

㸦᥋着面への気付き㸧 

ྠじ᪉ἲでつくりたい 

᪂しい遊ලのᘓて替えを

間㏆で見る 

どんどん出来上がる様子

をもっと見たい 

ᑎ⏣さんみたいにつ

くりたい 

ẰすầݢဋẰんὲὲ 

 

ྠじなのになࡐ？ 

㸦不思議・つまずき㸧 

ᔂれない᪉ἲは何だ？ 

㸦思考㸧 

そこが㐪うのかな？ 

㸦友達からの่⃭㸧 

次はどうしよう 

㸦思考㸧 

事例ᾈ ݢဋẰんỚたいỆつẪụたい  2018 年 10月῍12月 
 

ỄạẲたỤӷẳỉつẪủるỉᾎ 

 

つくってみよう 

㸦意ḧ㸧 

こうなってたのか！

㸦気付き㸧 
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っつかない様子や遊ලをつくっていることをᑎ⏣さんに┦ㄯすると、子どもたち

のసရを見て、ࢺࣝ࣎をってᅵྎをᅛ定してくださった。 

子どもたちにᑎ⏣さんがしてくださったことをఏえると、「え࠻ー！！そうな

ん！？」「さすがᑎ⏣さん！」「めっちࡷしっかりしてる！！」と、とても႐んで

いた。「お♩言わなあかんࡡ」「そうやࡡ」と、ᅵྎをゐりながら話していた。 

「日、ᑎ⏣さんに教えてもらったよ！」「ͤ園ᗞ㛤ᨺのに⪺きに行ってん」

とᎰしそうに話す。「くっつけたい、ᮌをᣳんでおいたらよくくっつくようにな

るんだって」「࣎ンドはいっࡥいがいいࡡんて」と、分かったことを友達や保育者

にᚓ意げに話す。「あと࣎、ࡡンドは㞵にᙅいからᏲらないといけないࡡんて」と、

⪺いたドࣂスをఏえてまわった。それを⪺いた児も「ᮌをᣳむの大きいὙ℆

ばさみでやってみよう！」「ちࡷんとࢩーࢺかけてᏲろう」と、ᮇᚅが高まる。 

ᮌ∦の中にᩳめに切ったᮌを入れ、ู の遊びでっていたὙ℆ばさみを子どもた

ちと一⥴に⏝意した。「やってみよう」と、๓日につくっていたᅵྎと合わせ、࣎

ンドをሬり、Ὑ℆ばさみでᅛ定し始めた。「あっ！くっついた」「ᑎ⏣さんと一⥴

や！」と႐んでいる。「よし、もっとおもしろいⓏりᒇ᰿にしよう！」と、さらに

┦ㄯし始めた。 

「ここに㝵ẁつくったらⓏれるんじࡷない？」「こうしたらくっつくよࡡ？」と、

どんどんࢹがᾋかび、考えをఏえ合い、ࣝࢼࢪࣜ࢜の遊ලをつくることにし

た。いろいろな㛗さのᮌ∦に࣎ンドをくっつけ、思うようにどんどんᅵྎに付けて

いく。すると、ࣂランスがᝏくなり、ಽれそうになった。「࣓ࢲや、ಽれちࡷう」「な

んでやろう？」と考えている。ך「どうしたら立つのかな」と、一⥴にᨭえながら

考えていると、「こっちめっちࡷ㔜い」と࿘りに▱らせ、児もᨭえるようにᮌを

持つと、「んとや！こっち㔜い」「でも、こっちは㔜たくないで」「୧᪉とも㔜く

ないからಽれるんじࡷない？」と、㔜さに着目し始めた。ך「なるど、ྠじよう

に㔜たくしたらいいのかな？」とᢞげかけると、「こっちとこっちᮌのᩘが㐪うか

ら㔜さが㐪うࡡん」と、ᰕにつけていた㝵ẁのᩘやᨭえのᮌを付け替えてみた。し

かし、ᮌ∦㸯つ㸯つの㔜さが␗なるため、まだࣂ

ランスがᝏい。ך「ᩘがྠじでもまだ立たないࡡ」

とఏえると、「まだ、付けなきࡷあかんのちࡷう？」

と、さらにᮌ∦を付けることにした。いろいろな

大きさのᮌ∦をゐり、探しているうちに、「あれ？

こっちとこっち㸦大きさは㸧一⥴やけど、こっち

の᪉が㍍くない？」「んとや！」と、ᮌ∦によって㔜さが␗なることに気付いた。

自分たちだけの遊ලを

つくりたい 

こんなのつくれるか

な？㸦⁄れる思い㸧 

なࡐ？ 
㸦つまずき・疑問㸧 

ん？ᕥྑで㐪う？ 
 (ランスへの気付きࣂ)

㔜さだ！ 
㸦気付き㸧 

ᩘを変えてみよう 
㸦思考㸧 

まだᮌがいるかな？ 
㸦試行㸧 

もっとつくりたい 
㸦次への意ḧ㸧 

᨞െử˄ẬるたỜỆỊὉὉὉᾎ 

すࡈいこと⪺いたよ

㸦れ・高ᥭ感㸧 

⪺いたことやってみ

たい(ᮇᚅの高まり㸧 

やった！ 
㸦ᑠさな達成感㸧 

そうか！ 
㸦ᮌの✀㢮による㔜さ

への気付き㸧 

 
 

 ဋẰんかỤỉỴἛἢỶἋݢ

 

すࡈい！㸦㦫き㸧 

ͤ降園ᚋに保ㆤ者ྠకで遊ぶ間 ͤ降園ᚋに保ㆤ者ྠకで遊ぶ間

Ꮀしいな㸦Ḽ႐㸧 
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「やった！㝵ẁできた！」と、႐び合っている。すると、「今度はࣈランࢥつく

ろう」「㝵ẁⓏって、こっちりྎにしよう」と、さらに┒り上がってきた。ᨭえ

る人、࣎ンドをሬる人、Ὑ℆ばさみを付ける人など、ᙺ分ᢸをしながら力を合わ

せて取り組み、㔜さやᮌ∦の㔞、㛗さを考えながらつくり続けた。つくる中でより

本≀らしい遊ලにしたい思いが強くなり、「どうしたらࣈランࡺࢥらࡺらするか

な？」と考え始める。「࣎ンドでしたらᅛくなるしࡡ」

「どうする？」と話している。すると、「⣣でくくっ

たらいいんじࡷない？」と、᥋着で⏝していた⣣を

持ってきて⤖び始めた。「真ん中にしたらࡺらࡺらし

ないࡡ」「こっち㸦➃っこ㸧にしたらⴠちちࡷう」「じ

ランスࣂあ、୧᪉くくろう」と、⤖ぶሙᡤによってࡷ

が␗なることにも気付き、⤖び目がࣂランスよくなるようにᨭえながら取り付け

た。ࣈランࢥや㝵ẁなど、子どもたちの思いがつまった自分たちだけの遊ලができ

あがった。「やった！できたよ！」「めっちࡷうれしいࡡ！」と、႐び合っている。

の友達にも「すࡈいࡡ！」「本≀みたい！」「さすがᑎ⏣さんのᘵ子やࡡ」と言わ

れ、とてもᎰしそうにしていた。 

Ӑ考ᐹӑ 

遊ලのᘓて替えのᮇとᮌᕤ遊びを取り入れたᮇが㔜なっていたことで、ᮌ

ᕤᡣ⫋人の“ᑎ⏣さんみたいにつくってみたい”という思いがⱆ生えた。様々な

大きさや㛗さのᮌ∦を遊ලの㞄に⏝意したことで、本≀の遊ලの構成の⣽かい㒊

分を見に行ったりㄪたりし、่⃭をཷけながらつくることができた。本≀にゐ

れてつくる中で“より本≀らしくつくりたい”という思いが強くなり、友達と考

えや気付いたことを話し合い、試しながら、ただ真ఝるだけではなく、自分たち

だけの遊ලをつくるためにはどうしたらいいのかを考える姿に繋がった。また、

ᑎ⏣さんに子どもたちの様子やไస≧ἣを┦ㄯし、ドࣂスをもらい、ᡭఏっ

ていただいたことによって、子どもたちは、より意ḧをもち、᰿気強く成するまで取り組んだ。 

「じࡷあ、下には㔜たいのして、上には㍍いのしたら立つかな？」「やってみよう」

と、㔜さを確認しながら付け替えた。すると、ࣂランスがⰋくなり、㝵ẁを付けた

遊ලが自立した。

自分たちの遊ලができあがると、「せっかくできたからみんなにみてしいな࠵」

「ᑎ⏣さんにも見てしい」という思いが出てきた。その思いをクラスみんなにఏ

え、どうしたらいいかを話し合うと、「いいやん！」「どこで見てもらう？」「సရ

ᒎは？」「ͤ“ࡩしࡂらんど”のබ園にしようよ！」と思いを共有し、సရᒎで㣭

ることにした。自分の人ᙧもつくり、「ࣈランࢥにせよう」「ここにᗙらせたい」

など、こだわりながら㣭るሙᡤも考えた。సရᒎでたくさんのおᐈさんに見てもら

い、友達と一⥴に႐び合った。また、来てくださったᆅᇦの᪉やᑠ学ᰯのඛ生にも

自分からኌをかけ、సရについてㄝ᫂しに行く姿もあった。 

Ꮀしいな 

㸦感⃭・‶㊊感㸧 

みんなに見せたい 

もっと見てしい！ 

㸦Ꮀしさ・自ಙ㸧 

教えてもらったから 

できたんだよ！ 

㸦感ㅰ・႐び・れ㸧 

ỚんなỆᙸてỖẲいなẜ 

 

ͤసရᒎのテーマ 

きっと立つと思う 
(予想) 

 ランスを考えようࣂ

㸦⤖び目の㔜心への 

気付き㸧 

できた！㸦達成感㸧

これならできそう 

（予想・試行㸧 

どうする？㸦┦ㄯ㸧 

やったࡡ 

(友達からの認め 

・‶㊊感) 

 

本≀のࣈランࢥに㏆付

けたい 

もっともっとつくりたい 

(自分たちの遊ලへの 

強い思い)

ἨἻὅἅờ˄Ậたい 立った！(႐び) 
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子どもの心が動く瞬間を『科学する心』の入り口と考え、子どものά動から見えてきた「心の動きと読み

とり」を科学する心を育むどⅬと捉え、その心の動きをᨭえる援助と環境構成と共に、事例毎にᢳ出した。
そして、その援助と環境構成の中から、学年ࡈとの࢟ー࣡ードを考えた。 

 
ᖺ㱋 Ꮚࡢࡶάື ⛉Ꮫࡿࡍᚰࡴ⫱ࢆどⅬ

㸺࡞ᚰࡁືࡢ㸦ㄞࡾࡳ㸧ࡽ㸼
⛉Ꮫࡿࡍᚰࡴ⫱ࢆ

㸦ᚰࢆࡁືࡢᨭࡿ࠼㸧
ቃᵓᡂ⎔ۍຓی

 ࢻ࣮࣮࣡࢟

㸦Ꮫᖺẖ㸧 

㸱ṓ 

㸯 

 

 

 

 

 

を見つࢩ࣒ࢦンࢲ・

ける。 

・自分のࢲンࢩ࣒ࢦ

を保育者と探す。 

・ゐれてみる。 

 

・いっࡥい㞟める。 

おや、何かでてきたよ 

㸦ึめての出合い㸧 

見つけたい 

 

ゐれたい 

お࠽！㸦㦫き・Ꮀしい㸧わ࠵！㸦႐び㸧 

㞟めたい 

 

അ↛の出合いをཷけṆی

め、一⥴に探したり、

႐んだりする。 

関心をもったことに༑ۍ

分にゐれられる環境を

つくる。 

㸦㸱歳児㸧 

・അ↛の出

合い 

 

・目につく 

ሙ

 

・㌟㏆にあ

る⏝ලや

もの 

 

・保育者と

一⥴に 

 

・保育者が

 ࣝࢹࣔ

 

・繰り返し

楽しむሙ 

㸱ṓ 

㸰 

 

 

 

 

 

 

・ᱩに◁を入れてࢣ

ー࢟をつくる。 

・㌟㏆なものをろう

そくに見立てࢣー

 。にさす࢟

・保育者と一⥴にࡩ

ーとする。 

 をつくりたい࢟ーࢣ

あっ！㸦面白い㸧ははは！㸦面白い㸧 

 くもしたいࡰ

これもあるで～ これも㸦見立てる㸧 

 

ඛ生としたい 

 ーする！㸦保育者と一⥴が楽しい㸧ࡩ

共に楽しみ、ありのまی

まの子どもの言葉や動

きをཷけṆめる。 

一人の楽しさを࿘りへی

▱らせる。 

 。生ά経験ۍ

目につくሙにあるものۍ

や、㌟㏆にあるᢅいや

すい⏝ල。 

㸱ṓ 

㸱 

・⠏ᒣをⓏる、᥀る、

㌿がる、Ỉをὶす、

Ỉを入れる。 

・Ỉのたまった✰に

㊊を入れる。 

・✰の中に㊴びこむ。 

 

 

㊴んでみたい 

うん？㸦㦫き㸧ピࣕࢩー！㸦面白い㸧 

もう 1回やりたい 

気持ちいい㸦楽しい㸧 

 くもやりたいࡰ

ありのままの表現をཷی

けṆめる。 

 。となるࣝࢹࣔی

 。楽しそうな友達ۍ

㌟㏆なሙᡤに感ぬ的なۍ

ことを繰り返し楽しめ

る環境。㸦ᑠ高い⠏ᒣ㸧 

 

㸲ṓ 

㸲 

   

 

 

 

 

 

 

 。と出合うࢩ࣒࢜・

・㌟㏆なሙᡤで㣫う。 

・園ෆを探す。 

 

・㣵の葉っࡥを探す。 

・㣗る様子や࢘ン

の大きさやᙧをࢳ

見る。 

 

 の発見ࢩ࣒࢜

 

㣫いたい、探したい 

見せて㸦興味㸧見つけた！㸦႐び㸧 

葉っࡥを入れてあげたい 

あれっ？なんでだろう？ 

㸦気付き、不思議㸧 

◳いから？㸦予想㸧 

 って？㸦気付き㸧ࢳン࢘

一⥴に見たり、不思議ی

がったり、「なんでだろ

う」の思いに共感する。 

࢜自分たちの㌟㏆でۍ

 。を見る環境ࢩ࣒

を探すࢩ࣒࢜一⥴にۍ

友達。 

 

 

㸦㸲歳児㸧 

・気付き、

発見への

共感 
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年齢 子どもの活動 科学する心を育む視点 

＜主な心の動きと（読みとり）から＞ 

 

科学する心を育む 
（心の動きを支える）    

◆援助と◇環境構成 

キーワード 

（学年毎） 

４歳 

事例５ 

 

 

 

 

・セミの鳴き声の種

類の違いに気付く。 

・セミに近付くため

の作戦を考える。 

・セミを見つける。 

・再び作戦を考える。 

 

声に気付く 

聞きたい  

あれ？（気付き） なぜ？（不思議） 

こうかも？（予想）こうしよう（試す） 

近くで聞きたい 

姿を見たい 

こうかも？（疑問・予想） 

こうしよう（新しい作戦を試す） 

たぶん、こうかな（予想） 

◆子どもの気付き、発見

に寄り添う。 

◇子どもが考えたことを

やってみようとする姿

を見守る時間。 

◇子どもの好きな遊び場

である環境（築山）。 

◇一緒にセミのことを考

える友達。 

（４歳児） 

・試す十分

な時間と

場 

 

・選択でき

る様々な

材料 

 

・友達の刺 

 激 

 

・友達と一

緒に 

 

・視野を広

げる 

４歳 

事例６ 

 

 

 

 

 

 

・様々な材料でコマ

をつくる。 

 

 

・友達の回るコマと

同じようにする。 

・友達とコマ回しを

する。 

つくりたい 回したい 

これでしよう（材料選択）うまく回らな

い（つまずき）なんでだろう？（疑問） 

 

もっと回したい 

すごい、なんで？（関心・疑問） 

友達と同じようにしたい（広がり） 

回るときれい（気付き） 

友達と一緒に（嬉しい・自信） 

◆自分の考えだけでな

く、友達の考えに気付

けるように視野を広げ

る。 

◇一緒に回して遊ぶ友 

達。 

◇自分で選択できる様々 

な材料。 

５歳 

事例７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・急流すべりのコー

スをつくる。 

 

 

・船をつくる。 

・船を流す。 

 

 

・曲がるコースをつ

くる。 

 

 

・まっすぐのコース

をつくる。 

 

・再度、曲がるコース

をつくる。 

コースで水を流したい 

急流すべりにしたい 

あれ？（つまずき）こうしたらできるか

も？（ひらめき）なんで？（疑問） 

 

船を進ませたい  

これなら？（紙や素材の性質を知る） 

これで大丈夫（期待）これならできる

（予想・確信）何度も（試行・改善） 

 

曲がって進ませたいい 

これでできる（高低差の微調整） 

うまくいかない（課題） 

 

まっすぐのコースにしたい 

そうだ（経験を活かす）何とかしたい

（根気）よし！（達成感） 

 

やっぱり曲がらせたい 

そうだ（友達の考えの受け入れ） 

これでできる（経験を活かす） 

成功させたい（予想・願望）  

やっと成功！（達成感・感動）  

これで成功（確認・自信） 

◆共感、見守り、必要に

応じ、行動を振り返る

ための声がけや、考え

るきっかけをつくる。 

◇昨年、砂場でダイナミ

ックに遊ぶ５歳児の姿

を見ていた経験。 

◇試行錯誤するための

様々な材料、用具と十

分な時間。 

◇考えを出し合い、協力

しながら遊ぶ友達。 

◇今までの経験。 

◇話し合いの機会。 

 

（５歳児） 

・昨年の５

歳から受

けた刺激 

  

・今までの

経験 

 

・試行錯誤

する時間

と場 

 

・相談でき

る友達 

 

 

・話し合い

の機会 
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年齢 
 

子どもの活動 
 

科学する心を育む視点 
＜主な心の動きと（読みとり）から＞ 

科学する心を育む   
（心の動きを支える）   
◆援助と◇環境構成 

キーワード 

（学年毎） 

５歳 

事例８ 

 

 

・土や泥でパンづく

り。 

・ハンバーガーをつ

くる。 

・ポテトをつくる。 

 

 
 
 

・本物みたいなポテ

トをつくる。 

泥遊びをしたい 

ハンバーガーをつくりたい 

ポテトをつくりたい 

（生活経験からの思いつき） 

これならできそう（泥の性質の気付き）

できない（つまずき） 

泥ではできない（つまずき） 

他のものならできるかも？ 

（新しい材料への興味・広がり） 
 

本物みたいにしたい 

木くずは面白い、トロトロしてる（感

触）これでどう？（量の調節） 

こうなるはず（予想） 

どうかな？（期待）なんで？（疑問） 
  

固めたい 

これでしよう（用具の選択） 

もう一度挑戦（期待）ついに！（興奮、

達成）なんで？（予想との違い） 

でも？（予想との違い・新しい発想） 
 

◆共感や見守り、必要に

応じて新しい素材、材

料の提案をする。 

◇泥の感触を十分に楽し

んだ今までの経験。 

◇興味をもったことに継

続して取組める環境。 

◇刺激を受けた友達の遊

びや言葉。 

 

（５歳児） 

・新しい素 

材や用具 

 

・考え、気 

付きをう

ながす投

げかけ 

 

・認め、見 

守り、提

案、共に

考える 

 

・本物に触

れる 

５歳 

事例９ 

・木工遊びをする。 

・園庭遊具の建設を

見る。 

・寺田さんごっこを

する。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

・オリジナルの遊具

をつくる。 

 
 
 
 

・本物みたいな遊具

をつくる。 

 
 

・作品展に、出来上が

った遊具を飾る。 

遊具の建て替えの様子を見る 

出来上がる様子を見たい 

寺田さんみたいにつくりたい 

嬉しい（友達の認め）そうだ（ひらめき）

なんで？（つまずき）どうなってる？

（探索）そうか（気付き） 
 
土台をたたせたい 

同じ方法でしたい 

斜めになってる（気付き）なぜ、どうす

る？（思考）どこが違う？（友達の刺激） 

次はどうしよう（思考） すごい！（驚

き）すごいこと聞いた（高揚感） 

やってみたい（期待の高まり） 

やった！（小さな達成感） 
 

こんなのつくれるかな？（溢れる思い） 

自分たちの遊具をつくりたい 

なぜ？（疑問） ん？そうだ！（気付き）

こうしてみよう（思考）そっか！きっと

（気付き、予想）立った（喜び） 
 

本物のブランコに近付けたい 

どうする（相談）これならできそう？ 

（予想）バランスを考えよう（気付き） 

できた（達成感）やったね（友達の認め） 

みんなに見せたい 

もっと見てほしい（嬉しさ・自信） 

 

◆自分たちで相談しなが

ら進めていこうとする

姿を見守り、共に考え

る。 

◆素材、材料の特性への

気付きに共感し、考え

をうながす投げかけを

する。 

◇保育室から見える遊具

の建て替え。 

◇木工房職人、寺田さん

との継続的な関わり。 

◇寺田さんからのアドバ

イス。 

◇本物の遊具の側で試行

錯誤できる環境。 

◇クラスみんなで共有で

きる機会と場。 

・社会との

繋がり 

 

 

・クラスで 

の共有 
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してみたい 

したい 
～思いが膨らむ～ 

もっとしたい 
～不確かな予想・思いつき～ 

こうしたい 
～目的に向かって～ 

 

してみせる 
 ～強い思いをもって～ 

やった！ 

(達成感) 

 ↭↭↝ⅼ݃せ↸↻て⅚࣬いࡽ
～出合い～ 

わ࠵！ 

(႐び) 

すࡈい！ 

(面白い) 

見つけた！ 

(気付き) 

なんで？ 

(不思議・疑問) 
こうなのかな？ 

(予想) 

こうしてみよう！ 

(目的をもつ) 

あれ？ 

(予想እ) 

どうする？

㸦┦ㄯ㸧 

そうだ！ 

(⣲ᮦや⏝ලの≉性

への⣽かな気付き)

これなら 

できるかも？ 

 ・らめきࡦ)

今までの経験) 

よし！

(ちࡻっとした達成感) 

もっと！ 

(思考・試行) 

もっともっと！ 

(⇕意・᰿気) 

▱りたい 

(興味) 

 

お࠽！ 

(㦫き) 

してみよう！ 

(試す) 

・認め、見Ᏺり、

共に考える 

・考え、気付きを 

うながすᢞげ

かけ 

・᪂しいᮦᩱ、⏝

ලのᥦ 

・保育者と一⥴に 

・保育者がࣔࣝࢹ 

となる 

・自分たちで進

める姿を見Ᏺ

り、子どもに

௵せる 

 

・気付き、発見を 

ཷけṆめる 

・思いに共感する 

・ど㔝をᗈげる 

成功 

つまずき 

・本≀との出合い 

・園ෆだけでなく

社会との繋がり

をもつᶵ会 

・クラスで共有で

きるᶵ会とሙ 

・年の㸳歳児が

遊ぶ姿 

・今までの経験 

・試行錯誤ができ 

る様々なᮦᩱと

༑分な間 

・話し合いのᶵ会 

・共に考え、┦ㄯ 

できる友達 

・友達と一⥴に 

・考えたことを試 

すሙと༑分な

間 

・㑅ᢥできる様々 

なᮦᩱ 

・അ↛の出合い 

・目につくሙ 

・㌟㏆な⏝ල 

・繰り返し楽しむ 

ሙ 

より本≀らしく・自分たちの

ものを！(⁄れる思い・ᮇᚅ) 

 

 

 

さらに、ึめにたてた௬ㄝのᅗに、๓頁の表より、主な子どもの心の動きと、その読みとり㸦科学する

心を育むどⅬ㸧、それらをᨭえる主な援助と環境構成をᢳ出した。  

           

おや？ 

(അ↛) 

⛉Ꮫࡿࡍᚰࢫࢭࣟࣉࡿࢀࡲ⫱ࡀ 

ຓ ⎔ቃᵓᡂ 

子どもの心の動き 

(科学する心を育むどⅬ) 
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 ጼ㸧ࡿࢀࡲ⫱ࡀᚰࡿࡍᏛ⛉ࠊኚᐜࡢ͇࠸ࡓࡋ͆ࡓぢ㸦ᖺ㱋ู࡚࠸ࡘⓎ㐩ࠐ

・㸱歳児は、“してみたい”“したい”と思って動く๓に、目の๓にあるもの・人・ことの出合いに「おや？」

「ん？」と思うままに興味をᘬきᐤせられ、関わることがある。科学する心のⱆ生えとなる、ありのま

まに感じる⣲┤な思いをཷけṆめる保育者のᏑ在が、“してみたい”“したい”と、繰り返し感を㏻し

て楽しむ子どもの姿に繋がる。 
・㸲歳児は、気付き、発見をきっかけに、“見たい”“⪺きたい”“▱りたい”などの気持ちがⱆ生え、そ

こに友達や保育者が一⥴にいることで、より関わりを深め、“したい”気持ちが高まっていく。そして、

不思議さや疑問を感じ、子どもたちなりの不確かな予想が生まれ、“もっとしたい”の思いに膨らみ、

次➨に自分なりの目標に向かい、友達の姿に่⃭をཷけ、友達と一⥴に遊びを進めていこうとする姿が

見られる。 

・㸳歳児は、今までの経験から“したい”“もっとしたい”という思いをもち、予想とは㐪う出来事をき

っかけに疑問や不思議に出合い、“こうしたい”と目的をもつ。その思いに向かっていく過程で、“どう

したらできるのかな？”と考え、⣲ᮦや⏝ලの≉性への気付きや“こうしたらできる”と予想するなど、

思いが✚み㔜なっていく。そして、ྠじ目的をもった友達と考えを出し合い、継続して遊び、ちࡻっと

した成功とつまずきを繰り返し、“もっと”と思いが膨らみ、強い思いになる。“してみせる”と追ཬし

ていく過程では、今までの遊びでの経験をいかし、“⤯ᑐにできる”と確ಙをもったり、“成功させたい！”

“本≀らしく”と᰿気強く取り組んだりして、試行錯誤していくことがわかった。また、本≀にゐれ、

ᮌᕤ⫋人であるプロの᪉が創る過程を㏆くで見たことが原動力となり、真ఝることから、“もっと、も

っと” と、᭱ᚋは自分たちのࣝࢼࢪࣜ࢜のものを創りだしていく姿も見られた。 
 

࡚࠸ࡘቃᵓᡂ⎔㸧ຓࡴ⫱ࢆᚰࡿࡍ㸦⛉Ꮫࡿ࠼ᨭࢆࡁືࡢᚰࠐ

科学する心が育まれるには、発達にᛂじた保育者の援助や環境構成が㔜要である。 
援助では、子どもの⣲┤に感じる思いをཷけṆめ、ึめは、保育者がࣔࣝࢹとなったり、関わりのき

っかけをつくったりしながら、子どもがᏳ心して能動的にもの・人・ことに関われるようにする。そし

て、子どもの“したい”思いや気付き、発見、発想を大事にしながら、次➨に、保育者が┤᥋関わるこ

とと、子ども自㌟に௵せ、見Ᏺることのࣂランスを考える。また、友達の遊びに気付きや関心をもち、

さらに、自分たちで考え進めていくことができるようにするための援助のᕤኵをする。 
環境構成では、繰り返し感を㏻して楽しむሙや、試行錯誤できる⣲ᮦや⏝ල、༑分な間の確保、

友達と共有できる話し合いのᶵ会等をつくること、また、㸳歳児の遊ぶ姿から่⃭をཷける㸲歳児の姿

があることから、園ෆでᘬき継がれる文化、そして、㸳歳児になると、より本≀らしくしたい思いをも

ち、園ෆだけでなく社会との繋がり㸦継続的な関わり㸧により、子どもの心がより動かされていくこと

がわかった。 
 

   
   

 
  一人一人の心の動きを見つめることを大事に取り組んできたが、「見る」㞴しさを実感している。 

ඛ日、ㅮ₇会で次のような話を⪺いた。「子どもが感じていること、気にとめていることは、よく見

ないと分からない。子どもが見ようとしているものを見ようとする。子どもが分かろうとしていること

を分かろうとする・・・」この言葉が深く༳㇟にṧった。子どものど⥺に立ち、言葉だけでなく、つぶ

やき、表情やしぐさ、行動から子どもの思いをࢳࢵࣕ࢟する大事さを実感した。また、保育者のこうな

ってしい思いが強すࡂると、自ら考え、創造することをዣってしまうこともある。᪂しい⣲ᮦのᥦ

で、遊びが続くሙ合もあるが、遊びのプロセスを大事に、ものを出す࣑ࢱンࢢの見ᴟめが必要である。 
自↛、人、もの、出来事など、様々な出合いから、科学する心が育まれていく。その“ⱆ生えている

科学する心”を育むには、保育者の感性がとても㔜要である。今ᚋも、子どもの見とりを深めるために、

保育者一人だけでなく、保育者間で意見交換し、子どもの思いを読みとり、自分自㌟のど㔝や考えをᗈ

げ、ᰂ㌾な姿ໃをもち、感性を☻く努力を続けたい。 
ᘬき続き、子どもを見つめ、子ども理解に努め、学びを読みとること、そして、科学する心が育まれ

るための、発達にᛂじた援助や環境構成の在り᪉についてල体的に探り、保育の㉁を高めていきたい。 
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